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する看護師 169 名（各施設 1 名）に郵送法による無記名式自記式質問紙調査を行い，回答・返送
があった 54 名（回答率 32.0％）を分析の対象とした．調査内容は注射部位反応・硬結の発生有
無・数，注射技術の実態，注射時ケアの有無・内容等であり，記述統計とFisherの正確確率検定を
用いて分析した．本学の研究倫理審査委員会の承認を得て行った（承認番号 UHE-2016006）． 









れた処置・ケアの実態を明らかにした．6 施設の外来で本薬剤の筋肉内注射を 3 ヵ月間以上受け






硬結は 6 名 18 件で確認され，硬結確認割合は 19.1％，硬結保有割合は 35.3％であった．硬結
が見られた患者の体格に顕著な傾向はなく，患者の体型は硬結発生に関与しない可能性がある．
合併症と硬結発生の関連については該当者が少ないことから明らかではない．硬結は注射部位に
出現し，硬結発生時の対処は 18 件中 13 件に記載が見られず，3 件が経過観察であり，硬結に対
する処置が少ない現状を把握できた．硬結以外の自覚症状として痛み 29 件，掻痒感 25 件，鈍重




し，ホットパック（以下，HP）1 回貼用（15 分）と HP2 回貼用（各 15 分）の基礎実験を行った．HP1 回
貼用で皮膚温・皮膚血流量の上昇が認められ，HP 2 回実施時の安楽の程度が低値になったこと
から，温罨法の方法はモイストヒートパックを使用して 15 分 1 回の実施が妥当であることを確認し
た． 
19～36 歳の健康な女性 9 名を対象にし，殿部温罨法による生理的変化を検証した．研究協力
施設の人工気候室で，HP を使用して片側殿部に 15 分間の温罨法を行った．観察項目は両側殿
部 の 皮 膚 血 流 量 ・ 皮 膚 温 ， 鼓 膜 温 ， 直 腸 温 ， ECG ， 介 入 側 殿 部 の 組 織 血 流 量
（oxyHb,deoxyHb,StO2），組織硬度，サーモグラフィ，皮膚症状の有無，痛み・安楽・不快感の程





皮膚温は，対照側と比較し，HP 貼用開始 5 分後～25 分後まで有意に上昇した（HP 貼用開始 5
～20 分後：p< .001，HP 貼用開始 25 分後：p< .01）．皮膚温は 43℃以上に上昇せず， HP 貼用に
よる低温熱傷の危険性は低く安全であることが示された．皮膚血流量は，対照側と比較し，HP 貼
用開始から 5 分後～30 分後まで有意な上昇が持続した（p< .01）．介入側の皮膚血流量，組織血
流量は HP 貼用によって有意な上昇（p< .001）が認められた．シミュレーション解析の結果より HP









的であるかを検討した．2 施設の外来で本薬剤の筋肉内注射を 3 ヵ月以上受けている乳がん患者
6 名（年齢 50～78 歳）を対象にし，協力病院の外来化学療法室で介入・観察を行った．温罨法介
入日には，腹臥位安静後，注射前に片側殿部に 15 分間 HP 貼用を行い，対照側，介入側の順に
筋肉内注射を行った．また温罨法非介入日として，4 週間後来院の際に観察のみ行った．観察項
目は皮膚症状，組織硬度，薬液注入時の抵抗感，薬液注入時間，自覚症状・痛みの有無・程度，





























































本論文の一部は、19thEast Asian Forum of Nursing Scholars にて報告した。また、日本看護技
術学会の学会誌 16 巻（2017 年）に掲載されており、学術的意義は高いと考える。 
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